
2月の園だよりの発行がすっかり遅くなり、申し訳ありません。

改めまして、今回の休園のご協力ありがとうございました。まだまだ予断を許さない状況ではありますが

この日常が続いていけますよう、できる限りの感染対策を行い、保育運営を行っていきたいと気持ちを

引き締めているところです。さて、実際の感染対策とは、具体的にどんなことをしているのか？

一覧にして添付しますので、保護者のみなさんにもご覧いただき知っていただければ幸いです。

1月より節分への取り組みをしていましたが、途中で途切れてしまいました。そら組で作ったお面も

にじ組のオニのパンツ用の黄色いビニールも、ゆめ組で作ろうと考えていた豆入れの構想も

宙ぶらりんとなっています。そんな時そら組の子どもたちから「ほいくえんで まめまき しないの？」

と尋ねられました。みんなおうちで豆まきしたのですね。保育園としては憎きコロナオニを是非みんなで

倒したいところです。暦の立春という時期を逃し季節はずれとなりますが、子どもたちと準備をすすめ、

気持ちを高めて豆まきの機会を作りたいと考えています。日程は調整中です。決まりましたらお知らせ

いたします。 保育責任者 宮野昌子

ゆめぐみ

暦の上では春を迎えましたが、1年で最も寒い時期となり、空気の乾燥や感染症などまだまだ心配な事も

ありますね。毎日の保育の中で子どもたちの気付きや発見を「遊び」に変換できるよう、私たち保育者が

常にアンテナを張り、子どもの想いをとりこぼさないよう心掛けています。ゆめ組で過ごすのも残り

2カ月となりました。まだ生まれて1年と数カ月の子どもたちですが、おとなの見よう見まねで様々なこと

を習得しています。子どものやりたい気持ちに寄り添い、耳を傾け「待つ」ことがとても大事な時期に

なって来たと実感しています。ご家庭でもぜひお子さんの姿に心を寄せて過ごしてみてください。すでに

感じていることと思いますが、随分といろいろとわかっていたり、わかろうとしていますよね。

そんな子どもたちの成長の様子を忙しい毎日の中で通り過ぎてしまわないようにしていきたいですね。

子育ては日々の積み重ねで、根気もいることもありますが、お父様お母様には私たち保育者が

いつも伴奏していると思っていただき、これからの日々も一緒に楽しんでいけたらと思います。

ゆめ組担任

【2月のねらい】 ●見守られている安心感の中で好きな遊びを十分に楽しみ、活発に探索活動をする。

●手先や指先を使ってものを扱って楽しむ。

雪つめたいね

クラスの様子・担任からのメッセージ



にじぐみ
1月は凧を作って外で飛ばしてみたり、お部屋で風船を使った羽根つきをしてお正月の遊びを楽しみ

ました。風船羽根つきでは、順番に行い、待っている間お友だちがしているのを見ているので、順番が

来るとすぐに理解して保育者と一緒に羽子板を持って楽しみました。うまく風船が羽子板に当たると

とても嬉しそうに笑い、もっともっとといった様子で積極的に羽子板を振っていました。

最近のにじ組のお友だちは、身の回りの事を自分でやってみたいという気持ちが芽生えてきたようです。

靴や靴下の着脱、手洗いなど保育者が解除の手を出そうとすると手で止められたりします。その気持ちが

成長へつながっているのですね。いろいろと出来るようになってきたので今は上着のジッパーの上げ

下げや脱いだ上着をたたんでみることにも挑戦しています。上着の裾を左手で押さえることを知らせると

一生懸命に押さえて右手でジッパーを上げています。うまく閉められるともう一回やりたいと、

脱いでまたやって・・・と繰り返しやってしまうほど楽しんでいる姿も見られます。「できた！」

という喜びを大切に積み重ねていける2月でいきたいと思います。 にじ組担任

【２月のねらい】 ●見守られる中で自分のやりたい意欲を満たす。

●行事に親しみ季節の変化を味わいながら過ごす。

そら組
1月より朝のお仕度を自分たちで行うようになったそら組さん。初めは少し戸惑っったり支度を忘れて

遊んでいる子もいましたが、今では保育者の手伝いがなくても一人でほぼできるようになり、汚れ物を

入れる袋までカゴにつけてくれるようになりました。朝の支度もできているので、次は帰りの支度も

するようになり、ノートや着替えをカバンに入れようと奮闘中。ノートや着替えがうまくカバンに入ら

ないと「入らないよー」とブツブツ言いながら困った表情をしていることも。保育者が見守って待って

いると「できないよ、やって」と自分から手伝いを頼むことができるようになりました。保育者は

カバンの口を広げてあげると入れる事ができ、「できたよー」と嬉しそうです。支度したカバンを

ロッカーの中に戻すのですが、カゴがあり入りにくそうですが、カゴをタテに変え自分で考えてスペース

を作る子もいて本当に成長を感じます。つい、できないでいると大人が手を出してしまい

がちですが、励ましたり、褒めたりしながら見守って「待つ」ことでできるようになりたい気持ちを

達成させてあげられる段階まできていますので、ご家庭でもやってあげたい気持ちをぐっと抑えて

見守って励まして待っていてあげる時間を作って下さいね。

そら組担任

【2月のねらい】 ●冬の自然に触れながら戸外で十分に身体を動かし、寒さに負けない身体つくりを

していく。

●自信を持って自分の身の回りのことをする。

★遅くなったけれど「豆まき」していろいろなオニをやっつけよう！

※日にちは決まりましたらお知らせします。

★2月のお誕生会・・・2月14日（金）

今月は1名のお友だちをお祝いします。

鏡開きにお獅子が来たよ


